
林氏による講演

射撃音に防護体勢をとる生徒達 笛木准尉の概要説明に聞き入る生徒達止血法を体験

自衛隊神奈川援護懇話会総会を支援
「就職援護に関する情報共有と就職援護基盤の充実」

中学校で体験型職業講話

同
援
護
懇
話
会
は
、
神
奈
川
県
内
の
企
業
が
自
衛
隊
退
職
者
の
就

懇
話
会
総
会
を
支
援
し
た
。

は
、
令
和
元
年
７
月
２
日
（
火
）、
令
和
元
年
度
自
衛
隊
神
奈
川
援
護

職
援
護
等
に
つ
い
て
協
力
し
、
県
内
産
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
と

も
に
、
自
衛
隊
の
健
全
な
育
成
維
持
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
設
立
さ
れ
今
年
で
３
９
年
を
迎
え
神
奈
川
県
商
工
会
議
所
連
合
会

を
中
心
に
２
０
０
社
を
超
え
る
企
業
が
加
入
し
て
い
る
。

横
浜
市
内
で
開
か
れ
た
総
会
で
は
、
会
長
で
あ
る
神
奈
川
県
商
工

会
議
所
連
合
会
会
頭
の
上
野
孝
氏
か
ら
、
懇
話
会
会
員
に
対
し
平
成

た
。
そ
の
後
、
平
成
３
０
年
度
の
事
業
報
告
と
収
支
決
算
書
の
報
告

議
案
が
審
議
さ
れ
た
。

監
部　

参
事
官　

林
浩
一
氏
に
よ
る
講
演
「
改
め
て
神
奈
川
の
自
衛

が
行
わ
れ
た
。
神
奈
川
県
内
の
自
衛
隊
・
在
日
米
軍
の
概
況
や
海
上

め
た
。
昨
今
、
自
然
災
害
や
事
故
の
発
生
が
増
え
つ
つ
あ
り
、
自
衛

け
て
い
た
。

企
業
と
就
職
援
護
に
関
す
る
情
報
交
換
が
積
極
的
に
行
わ
れ
、
就
職

基
盤
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。

神
奈
川
地
本
は
、「
今
後

更
な
る
自
衛
隊
へ
の
理
解

と
し
て
い
る
。

人
で
も
多
く
の
退
職
自
衛

３
０
年
度
の
退
職
自
衛
官
採
用
に
つ
い
て
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

兼
本
貢
祐
１
等
海
佐
）

さ
せ
、
生
徒
の
進
路
選
択
・
決
定
に
対
す
る
視
野
を
広

リ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て
、
様
々
な
職
業
の
方
を
講
師

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部　

上
大
岡
募
集
案
内

浜
中
学
校
（
横
浜
市
）
で
実
施
さ
れ
た
全
学
年
合
同

か
ら
も
「
職
業
観
や
勤
労
観
、
あ
る
い
は
仕
事
や
職
場

め
働
く
現
場
を
リ
ア
ル
体
験
で
学
ば
せ
て
く
だ
さ
い
」

時
の
際
の
対
応
方
法
』『
負
傷
者
の
搬
送
要
領
』『
負
傷

に
よ
る
説
明
、
続
い
て
実
演
及
び
体
験
実
習
を
行
っ
た
。

に
よ
る
『
止
血
法
』
の
実
習
で
は
、
自
分
の
血
液
の
流

と
い
う
講
師
の
言
葉
を
聞
き
「
生
き
る
上
で
の
知
識
を

備
え
て
お
き
た
い
」
等
の
感
想
を
聞
け
た
。

験
型
職
業
学
習
を
支
援
し
、
学
校
教
育
の
目
的
達
成
に

屯
地　

中
央
輸
送
隊　

健
康
管
理
室
勤
務
の
笛
木
准
尉

ふ
え
き

～映像と射撃音等を活用したリアル体験で臨場感を味わう～
と
し
て
学
校
に
招
き
、
講
話
・
体
験
を
通
し
て
活
動
を

「
体
験
型
職
業
講
話
」
を
支
援
し
た
。
こ
れ
は
、『
キ
ャ

所
（
所
長　

平
原
１
陸
尉
）
は
７
月
５
日
（
金
）、
横

げ
さ
せ
る
』
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
担
当
教
諭

の
魅
力
、
更
に
は
仕
事
を
続
け
る
上
で
の
厳
し
さ
を
含

等
の
要
望
を
受
け
、
講
師
と
し
て
陸
上
自
衛
隊
横
浜
駐

を
迎
え
、
当
日
は
中
学
１
年
か
ら
３
年
の
１
４
名
と
教

諭
３
名
が
講
堂
に
集
ま
っ
た
。
当
初
、『
テ
ロ
等
発
生

者
に
対
す
る
止
血
法
実
習
』
等
に
つ
い
て
、
資
料
映
像

た
リ
ア
ル
体
験
は
、
臨
場
感
が
あ
っ
た
」
や
、
止
血
帯

れ
の
変
化
に
驚
く
と
と
も
に
『
止
血
＝
命
を
助
け
る
』

多
く
学
べ
ま
し
た
」「
こ
れ
か
ら
は
い
ざ
と
い
う
時
に

上
大
岡
募
集
案
内
所
は
、「
今
後
も
こ
の
よ
う
な
体

寄
与
し
て
い
く
と
と
も
に
、
自
衛
隊
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
「
映
像
と
射
撃
音
等
を
活
用
し

し
、
募
集
成
果
に
繋
い
で
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

が
さ
れ
た
あ
と
、
令
和
元
年
度
の
事
業
計
画
と
収
支
予
算
書
な
ど
の

全
て
の
報
告
や
議
案
終
了
後
に
は
、
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
地
方
総

隊
を
見
つ
め
て
み
る ―

 

海
上
自
衛
隊
横
須
賀
地
方
隊
を
中
心
に ―

 

」

自
衛
隊
横
須
賀
地
方
隊
の
概
要
な
ど
、
写
真
を
見
な
が
ら
理
解
を
深

隊
に
期
待
す
る
役
割
も
多
い
こ
と
か
ら
、
会
員
ら
は
熱
心
に
耳
を
傾

ま
た
、
講
演
後
の
懇
親
会
で
は
自
衛
隊
関
係
者
も
参
加
し
、
会
員

も
、
自
衛
隊
神
奈
川
援
護

懇
話
会
の
活
動
を
支
援
し
、

を
深
め
る
と
と
も
に
、
一

官
の
雇
用
に
結
び
つ
け
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
」


